
 
 

 

 

医労連共済は日本医療労

働組合連合会（医労連）が

労働組合法に基づき規約に

定めて運営する、組合員の

ための助け合い制度です。   

医労連共済は掛け金の

70％近くを組合員の給付に

使っています。利益を追求

する民間生命保険に比べ、安価な掛金で安心を得られます。 

医労連共済の「火災共済」は木造・モルタル等の場合、月額５円で最高 10 万円の保障を受けられま

す。例えば、木造・モルタル等＝月額 500 円で最高保障額は 1,000 万円です。 

医労連共済では「火災共済（基本契約）」に「地震特約（希望者が付帯）」を追加することが出来ま

す。地震特約の最高保障額は建物と家財を合わせて９００万円です。地震特約の詳細は裏面をご参照く

ださい。 

 
掛金などの詳細は医労連共済のホームページ(http://www.iro-kyosai.jp/)から簡単にシミ

ュレーション出来ます。右記 QR コードからお試しください。 

問い合わせ、申し込みは教職員組合事務室（川澄・本部棟１階）まで。外線：052

（853）8026、内線：川澄（桜山）8026、E-mail：honbu@ncu-union1.jp 

                

 【裏面もあります。ぜひ、ご覧ください】 

一口あたりの掛金と保障額  

住宅の構造 掛金（１口あたり） 保障額 

木造・モルタル等 月額５円 
最高 10 万円 

耐火構造 月額２.５円 

※建物の最高口数 400 口⇒最高 4,000 万円保障 

※家財の最高口数 200 口⇒最高 2,000 万円保障 

医労連共済の「火災共済」は地震保障も充実しています 

この度の 2024 年能登半島地震により、犠牲となられた方々の御冥福をお祈りするとと

もに、被災された全ての皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

名市大病院、東部医療センター、西部医療センターから災害派遣医療チーム（DMAT）

が派遣されました。災害派遣医療チーム（DMAT）を始め、被災者の救済と被災地の復興

支援のためにご尽力されている方々に深く敬意を表します。 

被災地では余震が続き、多くの方が不自由な生活を強いられ、刻々と変わる状況に不安

な日々を過ごされていることに胸を締めつけられる思いです。  

組合員の皆様の中でも、被災地にご家族、親戚のみなさまなど、縁のある方々がいらっ

しゃると思います。心中を察するに余りありません。 

皆様の安全と被災地の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。 

 

名古屋市立大学教職員組合 執行委員長 やまだ あつし 

2024 年 能登半島地震へのお見舞い 
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